
避
難
と
は
、「
難
」
を
「
避

け
る
」
こ
と
で
す
。

　

小
学
校
や
集
会
所
な
ど
の
避

難
所
に
行
く
こ
と
だ
け
が
避
難
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
な
親
戚
や

知
人
宅
へ
移
動
す
る
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
安
全
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
、
ま
た
非
常
用
持
ち
出
し

品
の
備
え
が
十
分
で
あ
る
場
合
は

自
宅
の
安
全
な
場
所
に
い
る
こ
と

も
避
難
と
な
り
ま
す
。

災
害
時
の
３
つ
の
助
け

　

災
害
へ
の
備
え
を
考
え
る
と

き
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
「
自
助
」
と
は
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
、
自
分
自

身
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
で
、

こ
の
な
か
に
は
家
族
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

次
に
「
共
助
」
と
は
、
町
内

会
や
学
校
区
な
ど
の
範
囲
内
に

お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

災
害
発
生
時
に
力
を
あ
わ
せ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
公
助
」
と
は
、
国

や
県
、
市
町
村
、
警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
と
い
っ
た
公
的
機
関
に

よ
る
救
助
・
援
助
を
い
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
連

携
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、「
自
分
の
命

携帯ラジオ 懐中電灯 携帯電話

財布、通帳、免許証などの貴重品 缶詰、レトルト食品などの非常食 マスク、消毒液などの感染症対策用品

持病の薬 衣類乾電池水

災害時に備えた、非常用の持ち出し品をまとめたものです。
万が一に備え、家族で話し合い、準備しておくようにしましょう。

※ここに紹介するものは、あくまで非常用持ち出し品ですので、家庭の事情に合わせて、必要な物を追加しましましょう。

非常用

持ち出しリスト
紀宝町の避難場所一覧

浅里 瀬原 北檜杖 高岡 鮒田 成川 神内 鵜殿 井田 

川
丈
班
消
防
車
庫

 

飛
雪
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場

 

瀬
原
公
民
館

 

北
檜
杖
小
学
校
跡
避
難
場
所

 

北
檜
杖
多
目
的
集
会
施
設

 

高
岡
防
災
セ
ン
タ
ー

 

鮒
田
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

 

上
地
多
目
的
集
会
施
設

 

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

 

成
川
高
台

 

成
川
防
災
備
蓄
倉
庫

 

飯
盛
多
目
的
集
会
施
設

 

神
内
小
学
校
（
体
育
館
）

 

は
ぐ
く
み
の
森 

 

神
内
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

鵜
殿
ふ
れ
あ
い
会
館

 

福
祉
セ
ン
タ
ー

 

鵜
殿
小
学
校
（
体
育
館
）

 

ま
な
び
の
郷

 

鵜
殿
体
育
館

 

防
災
拠
点
施
設

 

役
場
本
庁
舎　

 

 

上
野
農
事
集
会
所

 

井
田
小
学
校
（
体
育
館
）

 
井
田
公
民
館

 
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
（
物
産
館
）

 

下
り
場
集
落
セ
ン
タ
ー

桐原 平尾井 井内 大里 

桐
原
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

 
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

 

井
内
青
年
ク
ラ
ブ

 

相
野
谷
小
学
校
（
体
育
館
）

 

津
本
防
災
セ
ン
タ
ー

 

相
野
谷
中
学
校
（
体
育
館
）

 

大
里
多
目
的
集
会
施
設

 

中
高
年
齢
者
就
業
改
善
施
設

 

田
代
体
育
館

 

ふ
る
さ
と
資
料
館

総務課防災対策室　鈴
す ず き

木 大
だ い じ

司　室長

　町では、平成 23 年の紀伊半島
大水害の経験を教訓とし、少しで
も減災ができるよう、平成 27 年
に事前防災行動計画「タイムライ
ン」を策定しました。
　これは災害が発生するまでの事
前段階に行うべき防災行動を「い
つ」「だれが」「何を」するか定め
た行動計画のことです。
　みなさんも日ごろから、いつ、
どこに避難し、何を持っていく
かを確認しておいてください。
　一人ひとりが「自分の命は自
分で守る」という意識を持つこ
とで、減災につながります。

地震・津波時 洪水時 洪水時（一時避難場所）

は
自
分
で
守
る
」、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
日
ご
ろ

か
ら
避
難
場
所
を
確
認
す
る
こ

と
や
上
記
の
非
常
用
持
ち
出
し

品
を
準
備
す
る
な
ど
、
災
害
に

備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

公助

早
め
早
め
の
避
難
を
心
が
け
る

公助公助共助共助

自助自助

行政機関地域・町内会

自分と家族

町の防災・減災対策
　町では、住民のみなさんに災害情報を迅速に伝え
るために、防災無線や町防災情報システムなどを通
して情報を発信しています。災害時には情報を得る
ことが不可欠ですので、自分の命を守るために活用
してください。また、防災情報は Twitter でも発信
しているので、紀宝町防災情報 "@bosai_kiho" への
登録をお願いします。
　大規模災害時では公助（行政、警察、
消防、自衛隊、医療機関）の機能に限
界があります。平時から、自助・共助
を意識し、大規模災害に備えましょう。

共助

地区防災訓練への参加
　災害時、自分や家族の安全を確保した
後、近所や地域の方々と助け合いができ
るように、地区の防災訓練に参加してみ
ませんか。地域の被害を少しでも減らす
ため、地域が一つとなって「もしも」の
災害への備えをしておきましょう。

自助

防災情報の入手
　上記にある非常用持ち出し品や避難所の
確認を徹底することはもちろんですが、災
害時に正確な情報を得ることも大切です。
　町からの防災情報は町防災メールや防災
無線などで随時お知らせしています。
　また、大雨による災害発生の危険度を
地図上で分かりやすく表示した情報が、
気象庁 HP で確認できます。
「キキクル」で検索するか、
右の QR コードからご確認
ください。

避難所開設の注意点
◦災害の種類や規模によっては避難場所が使用できな
　い場合もあります。
◦開設した避難所は、随時、防災無線でお知らせします。
◦避難所までの移動が危険なときは、２階以上の安全
　を確保できる高さに移動する垂直避難などを行い、
　安全を確保してください。
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